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図書館教養講座｢幸せに導く、整理と暮らしの大切なこと｣図書館教養講座｢幸せに導く、整理と暮らしの大切なこと｣
時時／ 10月 21日（土）14時～ 15時 30分　　／ 10月 21日（土）14時～ 15時 30分　　
所所／中央図書館　３階　研修室／中央図書館　３階　研修室
講師講師／整理収納アドバイザー　／整理収納アドバイザー　山

やまさき
﨑真

ま み
美氏

内容内容／�収納や片付け、生前整理について学べる講座／�収納や片付け、生前整理について学べる講座
対象対象／�どなたでも可／�どなたでも可
定員定員／�先着 20人　※参加無料／�先着 20人　※参加無料
申込開始申込開始／�９月 19日（火）から／�９月 19日（火）から
申込方法申込方法／�直接、電話／�直接、電話
申込・問合先申込・問合先／中央図書館　／中央図書館　 （22）3542（22）3542
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原案／長

は せ
谷川
がわ

嘉
よし

哉
や

　｢プラスチックフリー
(脱プラ)｣をテーマに、プ
ラスチックを減らすため
のアイデアを生活シーン
ごとに紹介。プラなしを
楽しむための基礎知識
や環境にやさしいモノ選
びと暮らし方も伝えてい
ます。お財布にも環境に
もやさしいエコな生活を
お考えの方必見です。

　生活習慣病を予防
するといわれている食
物繊維が豊富で日本
人におなじみの健康
食材アズキ。効果的に
おいしく食べるための
｢塩アズキ」「アズキ寒
天」「発酵あんこ｣と、そ
れらを使った食事にも
デザートにもなるレシ
ピを紹介しています。

　ありさんが｢おはよう｣とあいさつしな
がら、元気いっぱい登っていきます。登る
途中で、いろいろな生き物と出会います。
みんなとあいさつした後、どんどん登っ
た先に待っていたのは…。生き生きと表
情豊かな小さな生き物たちの世界をダイ
ナミックに描いた絵本です。

　幽霊や妖怪などが登場するふしぎで恐ろ
しい世界を描いた日本の古典文学｢雨月物
語｣をマンガで先取りしてみよう。表紙の
キャラクターと一緒にマンガを読み進め
ていく構成なので、｢古典って難しそう｣と
思っている方も最後まで楽しく読み進めて
いくことができます。

新着本

問　合　先

中央図書館 0996（22）3542
樋脇分館 0996（38）0009
入来分館 0996（44）5311
東郷分館 0996（42）0053
祁答院分館 0996（21）8755
里分館 09969（3）2958
上甑分館 09969（2）0031
下甑分館 09969（7）0311
鹿島分館 09969（4）2211

▲�図書館
　ホームページ
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由美  マキノ出版企画編集部

　ただひたすら植物を愛し
その採集と研究、分類に無
我夢中。莫大な借金、学界と
の軋
あつれき

轢もなんのその。すべ
ては｢なんとかなるろう」。貧
苦にめげず、不屈の魂で知
の種(ボタニカ)を究め続け
た稀代の植物学者、牧

まき

野
の

富
とみ

太
た

郎
ろう

がモデルの小説です。
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意
外
と
身
近
に
あ
る
古
墳
　

　「
古
墳
」と
い
う
と
、
皆
さ
ん
は
ど

の
よ
う
な
も
の
を
連
想
し
ま
す
か
。

　
や
は
り
、
真
っ
先
に
連
想
す
る
の

は
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
も

登
録
さ
れ
て
い
る「
百も

ず
舌
鳥
・
古ふ

る

市い
ち

古
墳
群
」の
中
の
代
表
と
も
い
え
る

「
仁に

ん

徳と
く

天て
ん

皇の
う

陵り
ょ
う

古こ

墳ふ
ん

」で
し
ょ
う
か
。

最
大
長
が
８
４
０
メ
ー
ト
ル
、
最
大

幅
は
６
５
４
メ
ー
ト
ル
の
世
界
最
大

級
の
お
墓
で
す
。

　
古
墳
は
全
国
に
さ
ま
ざ
ま
な
規
模

や
形
態
の
も
の
が
広
く
分
布
し
、
そ

の
数
、
15
万
９
９
５
３
基
も
あ
り
ま

す（
令
和
３
年
度
）。
同
じ
年
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
数
が
、
約

５
万
７
０
０
０
軒
で
す
の
で
、
古
墳

の
数
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

約
３
倍
あ
り
、
実
は
意
外
と
身
近
な

存
在
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ち
な
み
に
、
鹿
児
島
県
内
で
は

５
１
５
基
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い

て
、
全
国
で
は
37
番
目
で
す
。

薩
摩
川
内
市
の
古
墳

　
で
は
、
本
市
に
は
い
く
つ
古
墳
が

あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
本
市
で
の
古
墳
の
調
査
は
、
古
く

は
明
治
12
年（
１
８
７
９
）に
五
代
町

の
若わ

か

宮み
や

古
墳
調
査
の
記
録
が
あ
り
、

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
盛
ん

に
行
わ
れ
、
現
在
も
調
査
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
未
調
査
も
含
め
て
、
古
墳
時
代
の

墓
と
推
察
さ
れ
る
の
は
13
基
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
川
内
川
流
域
の
北
側

に
多
く
分
布
し
て
お
り
、
墳ふ

ん

丘き
ゅ
う
の
規

模
や
石
室
の
作
り
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴

が
あ
り
、多
様
性
に
富
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
の
中
で
も
15
年
前
に

発
見
さ
れ
た「
天
辰
寺
前
古
墳
」を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　未
知
の
古
墳
の
発
見

未
知
の
古
墳
の
発
見

　

　
天
辰
寺
前
古
墳
は
、
平
成
20
年
６

月
、
工
事
中
に
発
見
さ
れ
、
そ
の
存

在
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
川
内
川
流
域
の
南
側
に
古
墳
が
あ

る
こ
と
は
珍
し
く
、
盗
掘
も
な
く
、

ほ
ぼ
埋
葬
時
の
状
態
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

発
掘
調
査
で
分
か
っ
た
こ
と

　
発
掘
調
査
を
進
め
て
い
く
と
、
石

室
内
か
ら
、
貝か

い

製せ
い

腕う
で

輪わ

を
装
着
し
た

女
性
の
人
骨
と
、
副
葬
品
の
銅ど

う

鏡き
ょ
う
と

鉄て
っ

製せ
い

刀と
う

子す

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
か
ら
約
１
５
０
０
年
以
上
前
の

古
墳
で
、
発
見
さ
れ
た
骨
片
や
歯
か

ら
、
埋
葬
さ
れ
た
人
物
は
40
歳
く
ら

い
の
女
性
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
こ
の
地
域
の
有
力
者
だ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
現
在
は
古
墳
公
園
と
し
て
整
備
さ

れ
、
毎
年
11
月
３
日
に
１
日
限
定
の

石
室
公
開
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
見
学
会
に
参
加
し
、
古
代
の
薩

摩
川
内
の
風
景
を
想
像
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
薩
摩
川
内
に
は
長
い
歴
史
の
中
で
起
き
た
物
語
、
育
ま
れ
た
文
化

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、数
あ
る
薩
摩
川
内
の
歴
史・文
化
の
中
か
ら
、

と
っ
て
お
き
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
文
責
・
問
合
せ
＝
社
会
教
育
課

文
化
財
Ｇ（
中
央
公
民
館
内
）

（
22
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２
５
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歴
史
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化
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▲地中から現れた石室上部
　右は上にかぶさっていた石

いし
蓋
ぶた

▲銅鏡
▼鉄製刀子

薩摩川内市内の古墳時代の墓分布

天あ

ま

辰た

つ

寺て

ら

前ま

え

古こ

墳ふ

ん

　全
国
各
地
に
分
布
す
る
古
墳
。
今

回
は
文
字
の
な
い
時
代
の
様
子
を

語
っ
て
く
れ
る
貴
重
な
文
化
財
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
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▲仁徳天皇陵古墳
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